

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































導入﹂ ︵一九九七︶ 、 ﹁電子
メールを
利用
した
日本
語教育﹂ ︵一九九七︶
など
、
いち
早
く
日本語教育
にマ
ルチメディアを
導入
した
先駆者
ともなった
。当時、学
会
でのマルチメディアを
利用
した
研究発表
は
常
に
学界
の
注目
を
浴
びてきた
。
まだ
発表会場
にプロジェクター
がない
時代
に
、自
ら
大
きなプロジェクターを
持
ち
込
ん
でコンピュータを
使
って
発表
をなさっているお
姿
を
覚
えている
。
これらの
先駆的
な
研究
を
発信
し
続
けてきた
ことは
、最初
の
教育現場
における
﹁談話構成力養成
の
ための
練習
の
可能性﹂ ︵一九八三︶
などの
研究
から
、
その
後
の
﹁
あいづちと
割
り
込
み
︱異文化
コミュニケー
ション
上
の
問題
が
生
じ
易
い
場面・状況
をめぐって
︱﹂
︵二〇〇一︶
や
﹁雑談﹂
に
関
わる
研究
に
至
るまで
、一
貫
して
生
きた
話
し
言葉、自然
なコミュニケーションに
注目
した
研究
とその
教育
への
応用
を
追究
してきた
結果
であると
言
える
。
このような
研究・実践面
での
功績
は
、様々
な
学外
活動
においても
発揮
される
。才田先生
は
、日本語教育
一二
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学会
がスタートし
、
その
後、社会
における
日本語教育
の
重要性
から
公益法人化
し
、約四千名
の
会員
に
発展
す
る
過程
で
、様々
な
委員
や
理事、常任理事
の
要職
を
歴任
され
、学会
を
支
えてこられた
。中
でも
、一九九八年同
学会研究集会委員会委員長当時、現場教師
が
自
らの
実
践
を
共有
する
場
として
、
いわゆる
講義型
の
研修
とは
異
なる
﹁私
の
工夫・私
の
失敗﹂
と
題
した
実践研究発表会
を
初
めて
公的
に
開催
した
。自分
の
授業
を
見
せるだけで
も
躊躇
する
者
が
多
い
中
で
、失敗
を
公開
するなどだれも
発表
しないといった
声
があったと
聞
くが
、
いわゆる
成
功体験
のみではなく
、自
らの
失敗事例
を
公開
してそこ
からどのように
実践
を
立
て
直
すかを
考
えることこそが
教師
の
成長
につながるのであるという
御自身
の
現場経
験
からの
信念
に
基
づいた
活動
であったと
思
われる
。
こ
の
研究会
の
理念
は
、現在
さまざまな
形
で
引
き
継
がれて
いるが
、未
だに
当時
の
斬新
さを
指摘
する
声
をよく
耳
に
する
。
これらを
含
め
、学会
への
長年
の
功績
から
、平成
二九年
には
、同学会
から
二〇一七年度学会活動貢献賞
を
授与
されている
。
また
平成一八
から
二一年度
までは
、日本語教育方法
研究会
の
会長
の
要職
にあった
。
これは
、故大坪一夫先
生
が
中心
となって
学界
で
初
めて
現場教師
の
実践共有
の
場
と
位置
づけて
設立
されたものである
。
さらに
、文化
庁、大学評価・学位授与機構、日本語教育振興協会、仙台国際交流協会、一般財団法人東北多文化
アカデ
ミー
等
でも
様々
な
委員
を
歴任
し
、日本語教育学
の
学術
分野
の
世界的
な
発展
に
大
きく
貢献
しただけではなく
、
社会的要請
にも
広
く
応
え
、日本国内、仙台市内
の
地域
の
国際化
や
外国人・留学生支援
においても
多大
な
功績
をおさめた
。
才田先生
の
先進的
な
着想
かつ
堅実
な
研究姿勢
は
、学
生
の
指導
においても
存分
に
生
かされてきた
。才田先生
の
講義内容
は
、常
に
学界
における
次代
をリードする
新
しいトピック テーマに
展開
されてきた
。授業形態
も
いわゆる
講義型
ではなく
、
アクティブ
・
ラーニングな
どと
言
われる
前
から
学生
が
主体的
に
活動
に
取
り
組
むこ
とを
通
して
実践
と
理論
が
結
びつけられ
、教室
はいつも
活発
な
議論
と
新
しい
発想
を
生
み
出
す
場
となっていた
。
研究指導
における
温
かくも
本質
を
鋭
く
突
く
指摘
は
、研
究
に
向
かう
学生
の
背中
を
押
し
、新
たな
研究
への
刺激
と
展開
をもたらすものであった
。
その
門下
からは
、国内
外
の
日本語教育
の
現場
を
支
える
優
れた
日本語教員・研
究者
たちが
数多
く
巣立
っている
。
これまでの
研究教育
活動
の
蓄積
から
海外
にも
広
くネットワークをもち
、本
研究科
の
海外
との
学術交流
にも
大
きな
貢献
をなしてき
た
。
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また
才田先生
は
、本学部
の
初代女性教員
であり
、
本学
でも
数少
ない
女性教員
の
一人
として
、女性
の
若手
教員
や
学生
のロールモデルとしての
役割
を
果
たしてき
た
。
それだけではなく
、女性研究者
が
働
きやすい
学内
の
環境整備
や
意識改革、学内外広報等
を
通
して
、仕事
や
学業
と
生活
の
両立支援、女性
リーダー
・次世代女性
研究者
の
育成
にも
尽力
してこられた
。
私
は
本日本語教育学研究室
の
二期生
であり
、才田先
生
のもとで
学部生
から
助手
まで
、研究室
を
離
れるまで
の
十年間、直接御指導
をいただいてきた
。研究室創設
当初
は
、現文学部一号館四階
に
研究室
があり
、授業
も
一号館
で
行
われていた
。先
に
述
べたように
、今
でこそ
日本語教育
というものもそれなりに
認知度
が
上
がって
きたが
、当時
は
今
に
比
べれば
留学生
も
少
なく
、仙台市
内
においても
外国人
はあまり
多
くなかった
。
そもそも
日本語教育
に
関
わる
書籍
もまだ
少
なく
、当時
の
研究室
にも
数冊
の
資料
しかなかったことを
覚
えている
。日本
語教育用教材
も
少
なかったため
、実習
の
際
には
我々実
習生
が
日本語
コース
用
に
教材
を
自作
して
使
っていた
。
教材
だけでなく
、実習生
が
協働
して
、一
から
日本語学
習
のコースをデザインして
運営
していくのが
、本研究
室
の
実習
の
特徴
であった
。当時
は
先輩
もおらず
、参考
にする
資料
も
少
なく
、
まさに
試行錯誤
しながら
学習者
に
日本語
を
教
えていた
。今
のように
様々
なデジタル
教
材
が
様々
な
副教材
とともにマニュアル
付
きで
提供
され
るのとは
違
い
、何
をどのように
教
えるかまったくの
手
探
りであった
。
そのような
素人集団
を
導
くべく
才田先生
は
、教室
の
奥
でいつも
冷静
に
我々実習生
の
授業
を
観察
されて
いた
。
その
鋭
い
視線
が
我々実習生
にはかなりのプレッ
シャーであったろうこ
事実
であるが
、才田先生
に
は
本当
に
根気
よく
教案
の
段階
から
丁寧
に
御指導
いただ
いた
。
その
研究室
に
現在、教員
として
戻
り
、才田先生
に
代
わって
実習生
の
実習授業
を
教室
の
奥
から
見
ている
自分
がいる
。
そこでは
、実習生
の
未熟
なパフォーマン
スに
対
して
叱責
や
怒
りといった
感情
はない
。当時
の
自
分同様、素人
が
教
える
以上
うまくいかなくて
当然
であ
り
、
たとえ
素人
であったとしても
懸命
に
取
り
組
んでい
る
実習生
になぜもっと
事前
の
段階
で
指導
ができなかっ
たのかという
内省
と
、授業後
にどのようなフィード
バックを
与
えればいいのか
、
どのように
気
づかせ
、意
思決定
を
促
すのかを
懸命
に
考
えている
自分
がいる
。
そ
して
、
その
試行錯誤
は
次
の
授業
に
向
けてだけでなく
、
来期
の
実習自体
の
改善、
さらにはそもそも
教員養成
に
おける
実習
とはどうあるべきかにまでひろがってい
く
。
そうして
改善
された
実習
が
蓄積
されるとともに
、
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その
意義
が
教師教育研究
として
実践的
に
検証
されてい
くことで
、才田先生
が
培
ってこられた
本研究室
の
実習
を
実践
と
研究
の
両面
から
、継続、発展
させていければ
と
思
っている
。
こうして
数々
の
足跡
を
残
されてきた
才田先生
が
東北
大学
を
去
られる
。
これまで
才田先生
が
学生
とともに
築
いてきた
研究室
の
良
さをこれからも
引
き
継
いでいく
所
存
である
。幸
い
、退職後
も
仙台
におられるとうかがっ
ている
。
これまでの
積年
の
御指導
に
深
く
感謝
するとと
もに
、健康
に
留意
され
、引
き
続
き
我々後進
をあたたか
くも
厳
しく
見守
っていただきたいと
強
く
願
っている
。
